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　｜　目的と経過

　日本の客政存むヽ戦後本格的に発足してからi∂午余ヽ')＆き.　での間の発層にはみゐべきも

のがあゐt μいi-、技術や社か構まり更化にJ: ろ生石意鍼や価破観のi緑化心ﾁい、従釆

の～疫学・存在島義凱　あらにめて問い直7れろ吽莫i' ?しかかフていろ。このと-? に雨

にり、まず存会日身が^暮政肌という唇同分野a>'iiL$.ブけiドバヽ。神米への携ゼリ. 狸
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　そこでこの問題に■? い1 広く会I ｸ）壇凄を反映じr-かヽとフ升息か表示I行フラTﾌi）.昭

和巧隼が月の本営を理争会においT 「沓政唇神来構唇、o) 策えかヽ沈諏?れ。存会内に準備

」知彩を諏バ活動と聞妬した。そark.件別蚕貝を現定。成立i＼伴フて本奎負会ぞそ岬ひ

とフ^ ^fり、現菰分冊会組繊の鳩成を丞めてい恥
　2.　手業の概専とか陵。計画

　浄業は「アンケ一にと^分社会討議。を中/ごに速められ. 昭和昭午／～之月に、会員

ヰぷI]約/A顛名I対象とし代アンr ート£実施、そり結果と4ヽ孚えて昭和μ午7 I 々う丿

月にわづマ①僻を、研充蚕齢俗に依頼しI 追出zれに分野別分粁会-（食惚統服　児童、

住居等）c 関衷£f

　今後「象疫営各分野の綱分化と統冶ヽハ「各筑ぢ研色・内容。方法と対応零・問題。ご家

攻琴こ。社会的役割とその問題丸? の他ぎま? ■まな観莫ヵう、を珍順へ。アン>r -ト調
貴やか科金討議による開題の堀り下げ｀い予ない、衣攻信原諭脊科会と守A､5ヽとf 心柱合段階

乞縁て、2 年後乞咸Σa標に厖動とき次回い乱
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　昭和j‘3～お'呼度り3午開、当今町会ヽt?c -グ研応蚕負会とし■n研応活動り予'fフマいr-

がし期限終了It i糾ヽニーズ厨充を主目的として平常の対応石動吋m焼的出予町ラc -ダ聯

免郷今へμ行すゐ一方、俘会・争業としマヒ'フ澗題と扱)C 一丿特別蚕賛蚕の設置が本
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